
人間と動物とが共生できる社会

長崎女子商業高等学校



長崎県の現状
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全国上位１０位の殺処分数（令和３年）

環境省「犬・猫の引取り及び負傷動物等の収容並びに処分の状況（都道府県・指定都市・中核都市）」令和３年

殺処分数※県名
1,336長崎

1,084愛媛
1,038奈良
868福島
814兵庫

令和３年
令和４年

１位
２位

※成熟個体と幼齢個体の合計



殺処分率

67％

33％

令和３年の引き取り数に対する殺処分数の割合

引き取られた犬・猫の

約３分の２
が殺処分されている！



殺処分数が多い要因

１．野良猫が繁殖しやすい環境

２．対策が十分に取りづらい状況



１．野良猫が繁殖しやすい環境

地理的要因 ・坂、入り組んだ道が多い
・温暖な気候

人的要因 ・地域住民による餌やり
・ペットの放し飼い



２．対策が十分に取りづらい状況

・「ムラ意識」
→勝手に餌をあげたりする人に注意しない

・助成金
→制限が多く、金額が少ない

・団体
→個人で活動している人々をまとめる団体がない



「増えやすく、対策しづらい」

長崎の現状



ペット税の導入

解決のために…

動物を飼育する人に課す税金



ペット税で見込める効果

・動物を安易に飼おうと決意する人を減らす
・助成金、避妊治療費その他の財源確保

→ 増えやすい・対策しづらいのどちらにもアプローチ



野犬への対策

長崎県の犬の殺処分数の約７割が壱岐市

※令和３年度

壱岐市は犬猫の殺処分数は全国で１位
（全国の約８％を占める）

・

・

壱岐市へのアプローチをするべき



保健所での飼育

解決するために

殺処分を最終手段にする



ティアハイム とは

・ドイツにある保護施設

・全国に５００か所以上存在する。

・譲渡率は９割を超える

・運営における指針として

「基本的には殺処分をしてはならない」と

定めている。

見習うべきである！



長崎を人間と動物とが共生するまちにするために

動物の保護だけに徹するのではなく、
動物に社会的な役割を与える

殺処分数を減らしつつ、共生できるまちの実現！



ご清聴ありがとうございました

１．環境省「犬・猫の引取り及び負傷動物等の収容並びに処分の状況（都道府県・指定都市・中核都市）」令和３年


